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歯科衛生士科

入学者の受け入れ方針（アドミッションポリシー）

　歯科衛生士の専門職を目指そうとする、以下のような資質を備えた人を求め

ています。

１　歯科衛生士になりたいという強い意志を持つ人

２　歯科衛生学の修得に必要な基礎学力を有する人

３　協調性と思いやりを持って行動できる人

卒業認定・称号授与方針（ディプロマポリシー）

　本校所定の単位を取得し、以下の能力を身につけた者を卒業認定し、専門士

（医療専門課程）の称号を授与します。

１　高い倫理観を持ち、歯科衛生学の基本的な知識と技術を身につけ専門職と

しての責務を果たすことができる。

２　科学的根拠を持って歯科保健活動を行うとともに、多職種とのコミュニケー

ションのもと地域の保健・医療・福祉に貢献することができる。

３　生涯を通じて自己研鑽し資質向上を目指すことができる。
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授 業 科 目
医療倫理（講義）

必修　16 時間（前期）
担当教員 村居　幸夫

授業目標・教育

方 針 と 概 要

・医療従事者、人間として何が大切かを明確に知ること。

・�患者中心・患者本位の医療、医療の進歩と生命の尊厳との調和などの課

題について理解を深める。

・�教科書だけでなく、メディアの情報などを通して社会情勢を含めた総合

的知識に基づく授業を通し、社会性・忍耐・優しさなどを知る。

達 成 目 標

１.�人（患者さん、医療関係者）との関わりを積極的に構築できる人を育

てる。

２.医療のあるべき姿 (理想的医療 )を自分自身で考えられるようにする。

授 業 計 画

第１回　なぜ医療倫理を学ぶのか（P１〜９）

第２回　医療倫理に関する規範（P10 〜 15）

第３回　バイオエシックス（P15 〜 31）

第４回　インフォームドコンセント（P32 〜 42）

第５回　研究と医療倫理（P43 〜 51）

第６回　歯科医療倫理を考えるうえで必要な行動（P52 〜 65）

第７回　その他歯科医療従事者に必要とされること（P66 〜 72）

第８回　医療倫理に関連する規範と法令（P73 〜 84）
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履修上の注意

・�自分自身で考える力を育てるには多くの情報を分析し、処理する能力が

必要となる。質疑応答を通し、自分の考えを相手に伝えられるように訓

練する（授業中の居眠り禁止）

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
１．授業態度 (積極性、発言・質問内容・レポートなど )

２．出欠状況

３．試験成績

※１と２と３を総合的に評価する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

・再試験を課してその結果で判断する。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

・�質疑応答では考え方に違いが出るのは当然であり、その事で評価が決

まるわけではない。自分の考えをいかに正確に相手に伝えられるかに

重点をおいているので積極的な発言を望む。

教 科 書 歯科衛生学シリーズ「歯科医療倫理学」　医歯薬出版

参 考 書 ・メディア（新聞、ラジオ、テレビ、ネットなど）

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
生物学（講義）

必修　24 時間（前期）
担当教員 三輪　五十二

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　生物学を学ぶ目的は生物体が行う生命現象のしくみを理解することにあ

る。生命の誕生、生命を作る細胞の成り立ちと活動、生命が連続する仕組み、

生命が環境の変化に合わせて生活する仕組みを学び、人間が生きていく上

で役立つ知識を習得する。

達 成 目 標

１．生命の定義や、地球上の生命の誕生を理解する。

２．生命を作る細胞の成り立ちと活動を理解する。

３．生命が連続する仕組みを理解する。

４．生命が環境の変化に合わせて生活する仕組みを理解する。

授 業 計 画

第１回　全体の授業内容の説明、生命を作る物質

第２回　生命の誕生、生命の変遷

第３回　生命の単位−細胞、細胞を作る物質

第４回　細胞小器官の働き

第５回　細胞のさまざまな活動

第６回　細胞の分裂と一生

第７回　ヒトの組織と器官

第８回　減数分裂と遺伝の法則

第９回　遺伝子の実体と働き

第 10 回　刺激の受容と反応

第 11 回　内部環境を保つ仕組み

第 12 回　地球環境とヒトの未来、まとめ
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履修上の注意
出席は毎時間取るので無断で欠席しないこと。

分からないところは積極的に質問すること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法 　毎回小テストを行い、達成目標のリストに挙げたことがらの意味を理解

し問題に対応して解くことができる能力をみる。小テストと定期試験の結

果と合わせて成績評価を行う。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果の状況をもとに、再試験やレポートを課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

生物学は自然科学の教養科目であるが、歯科専門学校で学ぶほとんどの科
目の基礎となる科目である。

教 科 書 歯科衛生学シリーズ「生物学」　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科英語（講義）

必修　16 時間（前期）
担当教員 谷萩　紀行

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　国民の健康に対する関心が高まるのに伴い、歯科医療業務における歯科

衛生士の役割も変化している。口腔の保健を担う者として、より広い知識

と高度な技能が要求され、その一環として、英語の基本を習得し、国際化

にも対応する。

達 成 目 標

１．�外国人が患者として歯科医療を受ける機会に応対する内容を英語で習

得する。

２．歯科衛生に関する専門用語を英語で習得する。

３．海外で活躍する場面を想定して、英語会話に精通する

授 業 計 画

第１回　歯科英語学習の意義・必要性・授業内容の説明

　　　　学習方法の説明と基礎学力検査

第２回　基礎学力検査の結果と評価、電話による受付・薬の注文

第３回　急ぎの予約・健康保険

第４回　患者さんから症状を聞き取る・病歴などの問診

第５回　歯周病・妊娠中の注意

第６回　クリーニングの必要性・インフォームドコンセント

第７回　シーラント・フッ素治療

第８回　子どもの歯ブラシ指導・大人の歯ブラシ指導
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履修上の注意
・出席は毎時間取るので、無断欠席をしないこと。

・授業時数が少ないので注意すること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　定期試験の結果だけでなく、授業態度や普段の授業で実施する小テスト・

ディクテーションや練習課題の提出状況も参考にして評価する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

達成段階に応じて、再試験や課題の提出を課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

・�歯科診療室における会話文をベースに練習問題や単語・リーディングを

多く用意してある。

・�歯科衛生関連教科で使用されている英語名の理解を深めて、他の教科と

の連携を深める。

教 科 書 歯科衛生学シリーズ「歯科英語」　医歯薬出版　

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
人体解剖学（講義）

必修　20 時間（前期）
担当教員

阿部　伸一、野口　拓

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　人体解剖学は生命の尊さを認識し、人体の基本的形態を理解するととも

に、各器官および病態の発現起序など他の基礎教科および臨床科目を学習

するための基礎知識を深めることにあると考える。この講義では、歯科医

学に必要な知識を常に念頭に置きながら、頭頸部とそれに関与する全身の

正常な構造、機能ならびにその相互関係を習得する。

達 成 目 標

１．全身の骨に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

２．全身の筋肉に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

３．頭頸部の骨に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

４．頭頸部の筋肉に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

５．口腔と全身の関わりやその機能について学び、理解する。

授 業 計 画

第１回　解剖学総論

第２回　口腔の位置づけ

第３回　頭頸部と躯幹の骨学

第４回　頭頸部と躯幹の骨学

第５回　頭頸部と躯幹の骨学

第６回　頭頸部と躯幹の骨学

第７回　頭頸部と躯幹の筋学

第８回　頭頸部と躯幹の筋学

第９回　頭頸部と躯幹の筋学

第 10 回　頭頸部と躯幹の筋学
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履修上の注意
出席は毎時間取るので無断で欠席はしないこと。

わからないところは積極的に質問をすること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　定期試験では達成目標のリストに挙げた事柄とそれぞれの相互関係を理

解しているかを見る。定期試験の結果で成績評価を行う。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果をもとに、再試験やレポートを課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科衛生士専門学校における基礎歯科医学、臨床歯科医学で学ぶすべて

の教科の基礎となる科目である。

教 科 書

1）�歯科衛生学シリーズ　人体の構造と機能 1

「解剖学・組織発生学・生理学　医歯薬出版

2）�歯科衛生学シリーズ　歯・口腔の構造と機能

「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」　医歯薬出版

3）解剖学を学ぶための必須演習 全身骨学 学習サイドノート　わかば出版

4）基本のきほん　摂食嚥下の機能解剖　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
組織・発生学（講義）

必修　30 時間（前期）
担当教員

橋本　貞充
鷲見　正美

（実務経験教員）
歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　口腔領域は消化器官であるとともに咀嚼、嚥下、呼吸、発音など非常に

複雑な機能が終結し、互いに密接な関わりを持っている領域であることか

ら、歯牙や歯周組織などの歯原性組織や唾液腺組織などを含めた口腔組織

の組織構造や特性、組織発生について幅広い知識を得る。

達 成 目 標

１．口腔組織構造の概要を説明できる

２．上皮組織・結合組織を説明できる

３．皮膚・粘膜・消化管組織を説明できる

４．顔面と口腔の発生を説明できる

５．歯牙の構造を説明できる

６．歯周組織の構造を説明できる

７．歯の発生・萌出を説明できる

８．口腔粘膜・唾液腺を説明できる

授 業 計 画

第１回　組織学とは・細胞と組織

第２回　口腔組織構造の概要

第３回　上皮組織・結合組織

第４回　骨・軟骨組織・脈管

第５回　血液とリンパ・筋肉・神経

第６回　皮膚・粘膜・消化管組織

第７回　歯の構造／エナメル質

第８回　歯の構造／象牙質と歯髄

第９回　歯の構造／セメント質

第 10 回　発生学概論・顔面と口腔の発生

第 11 回　歯の発生・歯の萌出

第 12 回　口腔粘膜・舌

第 13 回　唾液腺

第 14 回　歯周組織の構造／歯肉

第 15 回　歯根膜・歯槽骨
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履修上の注意 特になし。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
全講義終了後に筆記試験をおこなう。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

本試験と同等の筆記による再試験を行う。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　口腔組織・発生学は、解剖学、組織学と共に、歯科医学の根幹をなすも

のである。

教 科 書

歯科衛生学シリーズ　人体の構造と機能 1

「解剖学・組織発生学・生理学」　医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ　歯・口腔の構造と機能

「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」　医歯薬出版

参 考 書 配布プリント等

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
生理学（講義）

必修　16 時間（前期）
担当教員

加藤　　毅

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　生理学は、生体がもつさまざまな機能が、どのような仕組みで行われて

いるか明らかにする学問である。生理学の基礎的な部分である物質代謝や

適応など生体が行う生命現象について学ぶ。口腔生理学は、口腔機能につ

いてそのメカニズムを明らかにすることを目的とする。

達 成 目 標

　血液循環、神経系や脳の機能、呼吸や物代謝を学び、内分泌系や生殖、

生命の連続性を理解する。

　歯の硬組織の組成、歯周組織と咬合の生理、口腔感覚、唾液分泌を

学ぶ。

授 業 計 画

第１回　生理学概論

　　　　細胞・体液・体液の循環

第２回　呼吸 

　　　　消化吸収・尿の生成排出 

第３回　体温

　　　　内分泌

第４回　筋 

　　　　神経

第５回　感覚

　　　　歯・歯周組織の生理

第６回　咬合顎運動・咀嚼吸啜・嚥下嘔吐

第７回　唾液腺と唾液

　　　　口腔感覚

第８回　まとめ
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履修上の注意
出席は毎時間取るので無断で欠席しないこと。

分からないところは積極的に質問すること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法 　定期試験では達成目標のリストに挙げたことがらの意味を理解し、問

題に対応して解くことができる能力をみる。定期試験の結果で成績評価

を行う。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果の状況をもとに、再試験やレポートを課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　生理学は解剖学・組織学を基礎とし、口腔、顎、顔面などの機能を健全

に維持する上で基礎となる学問である。

教 科 書 歯科衛生士テキスト「生理学」　学建書院

参 考 書
歯科衛生学シリーズ

人体の構造と機能 1「解剖学・組織発生学・生理学」　医歯薬出版

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
生化学（講義）

必修　30 時間（前期）
担当教員

青木　秀史

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　生物体が行う生命現象を化学的な知識をもって学ぶ事にあり、栄養学の

基礎ともなる。生物自体も化学物質で構成され、その化学変化によって生

命現象が営まれる。講義では生体がいかに巧みなしくみで化学変化を活用

し、生命現象を営んでいるかを習得する。さらに、一般生化学に基づき口

腔組織についても、その詳細を学ぶ。

達 成 目 標

１．細胞・水の役割を学び、生体の構成要素と栄養素を理解する。

２．�消化・吸収、そしてエネルギー代謝を学び、それらがホルモンなどにより

恒常性が維持されていることを理解する。

３．�一般生化学の基礎に基づき、口腔組織のほとんどを占める結合組織につい

て学び、その構成成分・化学的特徴を理解する。

４．�特異的な組織である歯の構成成分・特徴、そして歯をとりまく唾液などの

口腔環境について学び、口腔疾患のメカニズムについて理解し、考察する。

授 業 計 画

第１回　全体の授業内容 (シラバス )の説明と生化学概論

第２回　生体の構成要素　−細胞の役割・構成成分・栄養素−

第３回　生体における化学反応　−消化、吸収・エネルギー代謝−（概論）

第４回　糖質の代謝・脂質の代謝・タンパク質の代謝（概論）

第５回　タンパクの合成・生体における恒希性の維持

第６回　歯と歯周組織の生化学

第７回　歯・骨と歯の石灰化

第８回　硬組織の生化学・血清カルシウム調節ホルモン

第９回　唾液の生化学・プラークの生化学

第 10 回　プラークによるう蝕発生機構（その１）代用甘味料・フッ素

第 11 回　プラークによるう蝕発生機構（その２）

　　　　 プラークによる歯周疾患発生機構（その１）

第 12 回　プラークによる歯周疾患発生機構（その２）・

　　　　 生化学で覚えるべき数字

第 13 回　前回までの講義に対する補助講義（追加・確認等）

　　　　 栄養学の基礎

第 14 回　総まとめ・Ｑ＆Ａ

第 15 回　試験対策・Ｑ＆Ａ
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履修上の注意

無断で欠席しないこと。

わからないところは授業の後に質問の時間を設けるので、積極的に質問す

ること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　定期試験により、達成目標に挙げた事柄の意味を理解し、問題に応用し

て解くことができるかを判断する。定期試験の結果により、成績評価を行う。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果を踏まえて、再試験やレポート提出を課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

生化学は基礎科目であり、栄養学の基礎ともなっている。さらに、口腔組

織について化学的に学び、口腔疾患のメカニズムを理解、考察することで、

口腔衛生などの臨床科目の基本的な知識となる科目である。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　人体の構造と機能２「生化学・口腔生化学」　

医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
口腔解剖学（講義）

必修　20 時間（前期）
担当教員

阿部　伸一、野口　拓

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　口腔解剖学は人体解剖学で学んだことを基礎として、口腔領域を扱う歯

科衛生士として必須である頭頸部に関する正常な構造、機能ならびにその

相互関係をより詳細に習得すること、さらに全身の知識を深める事を目標

とする。

達 成 目 標

１．全身の神経に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

２．全身の脈管に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

３．頭頸部の神経に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

４．頭頸部の脈管に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

５．内臓に関する正常な構造や機能について学び、理解する。

授 業 計 画

第１回　頭頸部と躯幹の神経学

第２回　頭頸部と躯幹の神経学

第３回　頭頸部と躯幹の神経学

第４回　頭頸部と躯幹の神経学

第５回　頭頸部と躯幹の脈管学

第６回　頭頸部と躯幹の脈管学

第７回　頭頸部と躯幹の脈管学

第８回　口腔内臓学

第９回　摂食嚥下を理解するための基礎機能解剖

第 10 回　内臓学
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履修上の注意
出席は毎時間取るので無断で欠席はしないこと。

わからないところは積極的に質問をすること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　定期試験では達成目標のリストに挙げた事柄とそれぞれの相互関係を理

解しているかを見る。定期試験の結果で成績評価を行う。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果をもとに、再試験やレポートを課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　基礎歯科医学、臨床歯科医学を学んでいく上の基礎となる教科であると

考える。

教 科 書

1）�歯科衛生学シリーズ　人体の構造と機能 1

「解剖学・組織発生学・生理学」　医歯薬出版

2）�歯科衛生学シリーズ　歯・口腔の構造と機能

「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」　医歯薬出版

3）解剖学を学ぶための必須演習 全身骨学 学習サイドノート　わかば出版

4）基本のきほん　摂食嚥下の機能解剖　医歯薬出版

参 考 書
人体解剖学　１．骨学（頭蓋）　井出吉信編（CD-ROM）

人体解剖学　２．筋学（頭蓋）　井出吉信編（CD-ROM）

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯牙解剖学Ⅰ（講義）

必修　18 時間（前期）
担当教員

神田　稔

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　解剖学は、人体の正常な構造を理解するための学問である。

　解剖学を通じて人体の形を覚えると同時に、その働きを知ることも重要

である。本講では歯科医学の基礎となる歯の形態を学ぶとともに、基本的

な解剖学用語を覚え、以後の学科の学習に役立つ知識を得るようにする。

達 成 目 標

１．ヒトの歯の形態と咬合関係を学ぶ

２．基本的な解剖学の用語を覚える

３．カービングを行い、歯のもつ形態を立体的に再現できるようにする

授 業 計 画

第１回　歯の用語

第２回　ミュールライターの 3表徴

第３回　上下顎切歯

第４回　上下顎犬歯、上顎小臼歯

第５回　下顎小臼歯、上顎第 1大臼歯

第６回　上下顎大臼歯

第７回　乳歯

第８回　歯列弓形態と咬合

第９回　全体のまとめ
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履修上の注意 私語厳禁

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
正確な知識が必要とされている学科なので、定期試験の結果で評価する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験を行う

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

全ての臨床科目の基礎となる学科なので、十分な理解が望ましい

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　歯・口腔の構造と機能

「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目

歯牙解剖学Ⅱ

（講義・実習）

必修　30 時間（前期）

担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　解剖学は、人体の正常な構造を理解するための学問である。

　解剖学を通じて人体の形を覚えると同時に、その働きを知ることも重要

である。本講では歯科医学の基礎となる歯の形態を学ぶとともに、基本的

な解剖学用語を覚え、以後の学科の学習に役立つ知識を得るようにする。

達 成 目 標
１．歯の形態を理解する

２．模型歯、抜去歯牙を用いて、ヒトの歯の形態と配列を学ぶ

授 業 計 画

第１回　歯牙解剖概要

第２回　永久歯まとめ

第３回　乳歯まとめ

第４回　歯牙スケッチ①

第５回　　　〃　　　②

第６回　　　〃　　　③

第７回　　　〃　　　④

第８回　歯牙鑑別実習

　　　　（歯牙模型作成・歯牙鑑別練習）①

第９回　　　〃　　　②

第 10 回　　　〃　　　③

第 11 回　　　〃　　　④

第 12 回　　　〃　　　⑤

第 13 回　　　〃　　　⑥

第 14 回　　　〃　　　⑦

第 15 回　　　〃　　　⑧
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履修上の注意
出席は毎時間取るので、無断で欠席しないこと

分からない点は進んで質問すること

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法 歯牙鑑別試験を実施する

実習の際の忘れ物も評価の対象となる

授業態度も加味する

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験を行う

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　専門基礎分野の基礎知識である為、十分な理解が必要である。歯科衛生

士として歯冠だけでなく歯根の理解も重要である。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　歯・口腔の構造と機能

「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
病理学（講義）

必修　32 時間（前期）
担当教員

橋本　貞充、村松　敬
山本　圭

（実務経験教員）
歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　病理学とは全身でおきる様々な疾患について、病気の成り立ちや診断、

治療、予防のために必要な歯科医療の根幹をなす学問であり、症例や画像

を多用した興味の持てる授業を通して、幅広い知識を修得する。

達 成 目 標

１．病気の原因（内因・外因）を説明できる

２．循環障害を説明できる

３．組織の代謝障害（退行性病変）を説明できる

４．組織の増殖と修復（進行性病変）を説明できる

５．炎症・免疫を説明できる

６．腫瘍を説明できる

授 業 計 画

第１回　病因論・遺伝疾患、奇形

第２回　代謝障害

第３回　増殖と修復

第４回　循環障害

第５回　炎症−１

第６回　炎症−２

第７回　免疫

第８回　腫瘍−１

第９回　腫瘍−２

第 10 回　口腔腫瘍の概説

第 11 回　齲蝕の概説

第 12 回　歯髄の病変の概説

第 13 回　歯周組織の病変の概説

第 14 回　口腔粘膜病変

第 15 回　病理学実習／擦過細胞診−１

第 16 回　病理学実習／擦過細胞診−２
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履修上の注意 特になし。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
全講義終了後に筆記試験をおこなう。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

本試験と同等の筆記による再試験をおこなう。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　関連する授業の中での位置づけ：病理学は、解剖学、組織学、生理学な

どの基盤の上で、様々な病変を理解するものであり、歯科臨床と密接に関

連する。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ

疾病の成り立ち及び回復過程の促進１「病理学・口腔病理学」　医歯薬出版

参 考 書 配布プリント等

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
微生物学（講義）

必修　32 時間（後期）
担当教員

齋藤　真規、桒原　紀子
（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　微生物学とは、肉眼では見ることのできない微生物によって生じる「感

染症」の成り立ちを知る学問である。講義では医学領域で重要な病原微生

物および宿主の防御能力（免疫力）について学ぶ。さらに口腔二大疾患で

ある齲蝕と歯周病に関連する病原微生物について学び、歯科衛生士にとっ

て必要な知識を習得することを目標とする。

達 成 目 標

１．微生物学の歴史について説明できる。

２．感染と発症について説明できる。

３．微生物およびウイルスの基本的構造と感染症を説明できる。

４．宿主の防御機構について説明できる。

５．滅菌と消毒の違いを説明できる。

６．化学療法を説明できる。

７．アレルギーの分類と発症機序を説明できる。

８．口腔細菌叢について説明できる。

９．口腔二大疾患関連微生物とその病原性について説明できる。

10．全身疾患と口腔細菌との関連性について説明できる。

授 業 計 画

第１回　微生物学の歴史・感染と発症

第２回　細菌の構造と機能・増殖様式

第３回　病原微生物①（グラム陽性球菌・グラム陽性桿菌）

第４回　病原微生物②（グラム陰性球菌・グラム陰性桿菌）

第５回　病原微生物③（スピロヘータ他・特殊な細菌）

　　　 　病原微生物④（真菌・原虫）

　　　 　プリオン

第６回　滅菌・消毒

第７回　ウイルスの構造と機能・増殖様式

　　 　　ウイルス感染症①

第８回　ウイルス感染症②

第９回　【中間試験】範囲：第 1回〜第 8回

　　　 　免疫①（免疫の概念）

第 10 回　免疫②（自然免疫）

第 11 回　免疫③（獲得免疫−体液性免疫・細胞性免疫−）

第 12 回　免疫④（アレルギー反応の分類と発症機序）

第 13 回　口腔細菌叢

第 14 回　口腔感染症①（齲蝕）

第 15 回　口腔感染症②（歯周病）

第 16 回　口腔に特徴的症状を示す感染症

　　　　　全身疾患と口腔細菌との関わり　

　　　　　化学療法
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履修上の注意

事前に教科書を読み予習しておくこと。

出席は毎時間取るので無断で欠席しないこと。

分からないところは積極的に質問すること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　達成目標の到達度を評価するために中間試験（50 点）および定期試験（50

点）を課す。その合算で成績を評価する。定期試験は中間試験の範囲を除

くものとし、再試験は全範囲とする。また、中間試験に追試験および再試

験はない。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

試験の結果の状況をもとに、再試験やレポートを課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　微生物学は感染症（齲蝕・歯周病を含む）の原因について学ぶ学問であり、

歯科衛生士にとって口腔疾患の予防や保健指導のうえで必要不可欠な教科

である。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　第２版

疾病の成り立ち及び回復過程の促進２　「微生物学」　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
薬理学（講義）

必修　16 時間（前期）
担当教員

石毛　久美子

（実務経験教員）

薬剤師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　安全で有効な歯科治療の実践に貢献できるようになるために、歯科衛生

士として必要な薬物に関する基礎知識を修得することを目標とする。授業

では、薬理学の概念や薬物動態の基本事項、各薬物の薬理作用や作用機序、

副作用などについて学び、生体と薬物の関わりについて理解する。

達 成 目 標

薬理学の基本的な事項について説明できる。

薬物動態および薬物動態に影響を及ぼす因子について説明できる。

薬物の適切な取扱について説明できる。

各領域で用いる代表的な薬物を挙げ、薬理作用、作用機序、副作用につい

て説明できる。

授 業 計 画

第１回　総論；薬物の取り扱い、薬物と法律、薬物の作用ほか

第２回　総論；薬物動態、薬物の適用方法、相互作用ほか

第３回　末梢神経系に作用する薬物、中枢神経に作用する薬物

第４回　炎症と薬物、痛みと薬物、局所麻酔薬

第５回　循環器系に作用する薬物、血液系に作用する薬物

第６回　代謝性疾患治療薬、悪性腫瘍と薬物

第７回　抗感染症薬

第８回　消毒に使用する薬物、歯科領域で使用される薬物
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履修上の注意

授業に出席すること（授業時間内に小テストを実施する）。

予習、復習に努めること。

わからないところは積極的に質問すること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　定期試験の成績および授業態度（各授業時間内の小テストを含む）により、

総合的に評価する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験やレポートを課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

薬理学は、薬物と生体との関わりについて学ぶ科目で、生理学や生化学な

どの基礎医学系の科目と関連している。また、薬理学は、基礎と臨床の接

点とも言われるように、薬物治療の基礎を固める重要な科目で、その後に

学ぶ多くの臨床科目とつながっている。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ

疾病の成り立ち及び回復過程の促進３「薬理学」　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
口腔衛生学Ⅰ（講義）

必修　24 時間（後期）
担当教員

山口　將日

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　う蝕と歯周病を予防・進行停止するための知識や技術をある程度われわ

れは手にしているにもかかわらず、国民はその恩恵を十分に享受している

とはいえない。歯科衛生士はそうした医療を患者さんへ提供する主役であ

る。口腔衛生学Ⅰ及び 3 年生で履修する口腔衛生学Ⅱでは、そうした医療

の基礎となる知識やコミュニケーションスキルを伝え歯科衛生士として社

会に貢献できる人となれるよう授業を行う。また、授業全体を通して、学

生ひとりひとりの「こころ」に火を灯せるよう授業を行いたい。『歯科衛生

士としての未来に希望を感じ、専門職としてがんばっていこう』という「こ

ころの芽」が育つように。

達 成 目 標
１.カリオロジーを学び、その概念を理解する

２.患者さんへの説明、接し方を体験する

授 業 計 画

第１、２回　　歯科衛生士の仕事

第３、４回　　カリオロジー総論

第５、６回　　�カリオロジー各論１（歯ブラシ、唾液、シーラント、食生

活指導、フッ化物、リスクコントロールプログラム立案）

第７、８回　　カリオロジー各論２（う窩の治療）

第９、10 回　　ぺリオドントロジー各論（リスクファクター：タバコ）

第11、12回　　�時間があればその他（TMD、口臭、舌痛症、非定型歯痛・がん・

不正咬合）
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履修上の注意 スライドとプリントによる授業。授業中、携帯で撮影原則可。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
テスト【テストは、授業中に行う小テストやワークシート、国試問題など

から出題。テスト時は、授業中に配るプリントなど一切持ち込み禁止】

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

レポートや再テスト

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　極めて臨床的な学習内容です。また、国試試験を意識して、取り扱うテ

ーマでどのような問題が出ているかも確認していきます。

教 科 書 授業中に紹介

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
衛生学（講義）

必修　20 時間（後期）
担当教員 齊藤　具子

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　歯科衛生士の働く分野は、衛生・公衆衛生の分野であり、近年その領域

での活躍が期待されている。本講義では、予防医学の観点から健康の維持

増進を図る知識と技術を学ぶ。また、集団における健康に関係する研究手

法（疫学）や感染症対策、食中毒予防に関する組織化された保健活動にも

重点をおきながら、公衆衛生の基礎を学ぶ。

達 成 目 標

１．公衆衛生の意義や目的、政策等の基礎の理解

２．疫学を中心とした健康問題の集団的分析方法の習得

３．各種衛生統計、保健指標の現状と動向の把握

授 業 計 画

第１、２回　ガイダンス及び総論、健康の定義

第３、４回　予防医学と健康増進対策

　　　　　　プライマリケアとヘルスプロモーション、健康日本 21（第２次）

　　　　　　生活習慣病

第５、６回　感染症

　　　　　　感染症とは、感染症予防、院内感染対策

第７、８回　人口に関する統計

　　　　　　　人口ピラミッド、人口動態統計、平均寿命・健康寿命

　　　　　　疫学の定義及び概要・疫学研究の方法論

　　　　　　　疫学とは、横断的研究、コホート研究、患者対照研究

第９、10 回　生活環境と健康

　　　　　　　外部環境と内部環境、地球環境保全、廃棄物処理

　　　　　　食品と健康

　　　　　　　食品保健、食中毒の防止、栄養摂取基準
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履修上の注意

　講義形式だけでなく、ペアワークやグループワークを実施することがあ

る。自らの体験や考えを出発点として、講義内容への理解を深めてもらい

たい。そのため、授業への主体的かつ積極的な聴講の姿勢を求める。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
授業態度、小テスト、期末テストによって総合的に判断する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果の状況をもとに再試験やレポートを課す

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　本講義は、衛生行政や学校や職場、地域における歯科衛生指導といった

関連科目を履修する上での基礎的な知識を学ぶ重要専門科目である。「公衆

歯科衛生学」と深く関連する科目である。

教 科 書

歯科衛生学シリーズ

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み１「保健生態学」

医歯薬出版

参 考 書
厚生労働統計協会「国民衛生の動向 2025 ／ 2026」

関連する文献（書籍やホームページなど）適宜紹介する。

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科衛生士概論（講義）

必修　32 時間（前期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　歯科衛生を実践して人びとの健康づくりを支援する者となるために、保

健医療人としての基本的態度について理解し、多様な科目において知識・

技術を習得する態度および論理的思考法の基礎を習得する。

達 成 目 標

１．歯科衛生士の定義を述べることができる

２．歯科衛生過程について説明することができる

３．�歯科衛生士による健康づくり支援は、患者第一に実践される理由を説

明することができる

４．業務記録の意義を説明することができる

５．歯科衛生の実践は倫理的でなければならない理由を述べることができる

６．コミュニケーション能力の必要性を説明することができる

７．保健・医療・福祉専門職それぞれの業務を概説することができる

８．他職種との連携を述べつつ、チーム医療について概説することができる

９．歯科衛生士業務と医療安全とを関連付けて説明することができる

授 業 計 画

第１回　歯科衛生学とは（他己紹介）

第２回　　　　〃

第３回　歯科衛生士の歴史

第４回　歯科衛生活動のための倫理

第５回　医療保険従事者の目標

第６回　健康への対応

第７回　歯科医療を支えるもの

第８回　歯科医療の分野

第９回　診療室での心構え・歯科衛生士の役割り

第 10 回　歯科衛生過程の流れ

第 11 回　　　　〃

第 12 回　歯科衛生士法と衛生業務

第 13 回　観察と記録・業務記録

第 14 回　歯科衛生と医療倫理（倫理網要含む）

第 15 回　歯科衛生士の活動と組織

第 16 回　まとめ
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履修上の注意
出席は毎時間取るので無断で欠席しない事

解らないところは積極的に質問する事

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　定期試験では到達目標のリストに挙げた事柄の意味を理解し、問題に応

用してとく事が出来る事をみる。定期試験の結果で成績評価を行う

　ペナルティーは定期試験より減点する

　態度・言動・準備品不足なども評価の対象となる

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果の状況をもとに再試験やレポートを課す

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科衛生士概論では、健康づくりをサポートする歯科衛生業務を有効に

展開するために必要な態度など、専門職や技能の全体像を学ぶ基礎となる

ものである。

教 科 書 歯科衛生学シリーズ「歯科衛生学総論」　医歯薬出版　

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科臨床概論（講義）

必修　20 時間（前期）
担当教員

薄井　稔

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

歯科臨床の概要を理解し、各論理解への橋渡し的役割を果たす。

可能な限り、臨床的な内容で構成する。

達 成 目 標

１．歯科臨床の流れやその特異性を理解する。

２．歯科保存学、歯周病学等の各臨床的概要を理解する。

３．医療行為における感染症対策、医療事故防止について理解する

授 業 計 画

第１回　歯科診療と歯科診療所

第２回　歯科診療の流れと診査・検査・前処置

第３回　小児歯科

第４回　歯科矯正

第５回　口腔外科

第６回　歯科保存

第７回　歯周治療

第８回　歯科補綴

第９回　障害者歯科・高齢者歯科・摂食嚥下障害

第 10 回　周術期・全身疾患への対応
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履修上の注意
　講義は、歯科臨床のあらゆる項目に及ぶ為、できるだけ出席しその時間

の中で理解する事。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
　授業態度及び定期試験の結果で、達成目標のリストに挙げた内容を理解

し問題を解く事が出来るかをみる。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験、レポートを課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

歯科臨床各論の全てに関連し、各論を理解する基礎となるものである。

教 科 書 歯科衛生士のための歯科臨床概論　第２版　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
保存修復学（講義）

必修　20 時間（後期）
担当教員

柴崎　翔

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　保存修復学は日常診療の中でたずさわる機会の多い、カリエス除去形成、

充填、審美回復を行うという、自然治癒の望めない硬組織疾患の修復を目

的とする学問である。

　授業は教本をしっかりマスターすることを基本とし、また国家試験の出

題もふまえて進めていく。限られた時間の中で、現在のトピックについて

も触れていきたい。

達 成 目 標

　歯の硬組織疾患の種類、診療のステップ、歯の切削法、窩洞形成法の理

解とコンポジットレジン修復、インレー修復、ベニア修復、セメント修復

等の意義と修復法、そして各修復時の診療補助業務、また歯のホワイトニ

ングについて理解、習得する。

授 業 計 画

第１回　保存修復の概要
　　　　　�歯の硬組織疾患の種類と病態、う蝕の病態、診療のステップと歯

科衛生士の役割について学ぶ。
第２回　保存修復の処置方法について
　　　 　�歯の切削と窩洞形態、形成法、歯髄保護、保存修復法の種類につ

いて学ぶ。
第３回　コンポジットレジン修復①
　　　 　�直接法修復であるコンポジットレジン修復について、理論と材

料器材、歯質接着の基礎について学ぶ。
第４回　コンポジットレジン修復②
　　　 　�コンポジットレジン修復について、特徴と手順、診療補助業務に

ついて学ぶ。
第５回　セメント修復、アマルガム修復
　　 　　�グラスアイオノマーセメントを中心に、各種歯科用セメントによ

る修復法と診療補助について、またアマルガム修復について学ぶ。
第６回　インレー修復①
　　　 　�間接法修復であるインレー修復について、分類と適応症を知りメ

タルインレー修復についてその特徴と手順、使用される歯科用鋳
造用合金の種類について学ぶ。

第７回　インレー修復②、合着材および接着剤
　　　 　�メタルインレー修復の診療補助とメタルインレー修復の技工作業

の基礎知識について学ぶ。
　　　 　�合着と接着の意味、それぞれに用いられるセメントの特性と取り

扱い手順について学ぶ。
第８回　インレー修復③
　　　 　�セラミック／ハイブリッドセラミック（コンポジットレジン）イ

ンレー修復、セラミックインレー修復、CAD/CAM インレー修復に
ついてそれぞれの特徴と適応症等について学ぶ。

　　　 　�また診療補助について学ぶ。
第９回　インレー修復④、ベニア修復
　　　 　�セラミック／ハイブリッドセラミック（コンポジットレジン）イ

ンレー修復、セラミックインレー修復の診療補助について学ぶ。
　　　　 �ベニア修復についてその意味と、適応症、禁忌症、種類と手順に

ついて学ぶ。
第 10 回　歯のホワイトニングとこれまでのまとめ
　　　　 �歯のホワイトニングについて学ぶ
　　　　 またこれまでの学習内容を振り返り、総復習を行う。
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履修上の注意
質問時間を設けるので、不明点については遠慮なく質問すること。

また各回、それぞれ課題を出すので必ず出席すること。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
授業内容から作成する期末試験（100 点満点）の結果において行う。

そのため出席状況、授業態度も評価対象とする。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

課題に対するレポートの提出。

期末試験の結果をふまえた再試験を行う。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　保存修復学は解剖学、理工学などの基礎学問の上に成り立つ大変重要な

歯科臨床学問であり、その習得は歯科医療に従事する上で必要不可欠であ

る。正しい理解は歯髄の保護と予防につながるものである。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　「保存修復学・歯内療法学」　医歯薬出版

新・歯科衛生士教育マニュアル　「保存修復」　クインテッセンス出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯内療法学（講義）  

必修　24 時間（後期）
担当教員

中澤　弘貴

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　歯内療法は歯科保存学の一分野であるが、歯科における基礎的な治療と

して、その意義や術式を理解することは、歯科衛生士として大切である。

歯内療法は、根管治療が主ではなく、歯髄を助けることが、より大切であ

ることを理解させたい。

達 成 目 標

１．歯内療法の概要を理解させる。

２．歯髄の保存療法を理解させる。

３．歯髄の除去療法及び根管治療を理解させる。

４．外科的歯内療法を理解させる。

５．歯内療法に使う、薬剤、器材を理解させる。

授 業 計 画

第１回　歯内療法の概要（臨床ケースプレゼンテーションを行う）

第２回　　　　〃　 　　（　　　　　〃　　　　　　）

第３回　　　　〃　 　　（歯内療法とは、歯痛とは、他）

第４回　　　　〃　 　　（根尖性歯周炎、歯髄炎）

第５回　歯科衛生士と歯内療法

第６回　歯髄の保存療法

第７回　歯髄の除去療法

第８回　根管治療

第９回　根管充填

第 10 回　外科的歯内療法

第 11 回　歯内療法における偶発症

第 12 回　歯内療法における薬剤、器材
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履修上の注意
授業中でも分からないことは積極的に質問すること。

授業中に、寝たり、授業以外のことを行わないこと。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
達成目標に挙げたことがらを、定期試験で、その理解度をみる。

定期試験の結果で成績評価を行う。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験や、レポート提出を行う。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科保存学の一分野が歯内療法であるが、基礎的な治療の一つで、大変

重要である。

　特に、歯科医師との連携した作業が多いことから、歯内療法の意義を教

えることは、大切である。

　また、これらに使用する、器材、薬剤を理解することも大切である。

教 科 書 歯科衛生学シリーズ　「保存修復学・歯内療法学」　医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯周治療学（講義）

必修　24 時間（後期）
担当教員

高根　正敏

（実務経験教員）

歯科医師

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　歯周治療学の教育目標は、歯周病がどのような病気であるかを理解し、

その治療法と予防法を理解することである。

　歯周治療は歯科衛生士が積極的に参加し活躍する分野であり、きわめて

重要である。まず、歯周組織の解剖、歯周病に関連する病理学、微生物学

の知識を整理して理解を深める。次に、これらの知識をもとに、歯周病の

治療法の基本を学び、実習も行って理解を深める。

達 成 目 標

１．�正常な歯周組織と歯周病に罹患した歯周組織（歯肉炎、歯周炎）の特徴お

よび歯周病の進行のメカニズムを理解する。

２．歯周病の原因を理解し、基本的な検査が行える。

３．歯周治療の基本的考え、原因除去が大切であることを理解する。

４．歯周病の基本治療、歯周外科治療、咬合治療を理解する。

５．歯周病の全身への影響、メインテナンスの重要性を理解する。

授 業 計 画

第１回　オリエンテーション、歯周病とは

第２回　歯周組織、歯周病の病理

第３回　歯周病の原因、進み方

第４回　歯周治療の進め方

第５回　歯周病の検査

第６回　歯周基本治療

第７回　歯周外科

第８回　口腔機能回復治療、メインテナンス・SPT

第９回　歯科衛生士の役割・検査

第 10 回　歯科衛生士の役割・患者教育

第 11 回　歯科衛生士の役割・SRP

第 12 回　歯科衛生士の役割・外科
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履修上の注意

　歯周治療は歯科衛生士にとってきわめて重要であり、まず歯周病がどの

ような病気であるかをしっかりと理解し、それをもとにして臨床的な知識

と技術を身につけることが大切である。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法 　定期試験を行い、達成目標で上げた事柄、基本的事項を理解しているか

どうかを評価する。さらに講義と実習における態度、歯科衛生士になるた

めの取り組み方、熱意などを日常点として評価し、総合的に評価・判定する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験、レポート報告により、目標水準に達するよう努力してもらう。

さらに必要に応じて補講を行う。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯周病を理解するには、解剖学、病理学、微生物学など基礎歯学の分野

の知識が必要であり、関連が深い。

　歯周治療の分野、とくに口腔清掃指導、スケーリング、ルートプレーニ

ングは、きわめて重要であり、歯科予防処置、口腔衛生学と密接な関係に

あり、これらと協力して　講義、実習を行う体制をとり充実を図る。

教 科 書 歯科衛生学シリーズ「歯周病学」　医歯薬出版

参 考 書 歯科衛生士のための新歯周病学（加藤熈著、医歯薬出版社、2018）

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科予防処置論（講義）

必修　30 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　歯や口腔の疾患を予防し健康な口腔環境を獲得するために、歯科衛生士

が学ぶべき必要な基礎知識を習得することを目的とする。

達 成 目 標

１.予防的歯石除去の意義を述べることができる。

２.歯周組織の構造について述べることができる。

３.歯石除去の方法を挙げることができる。

４.手用スケーラーの特徴を述べることができる。

５.スケーラーのシャープニングの意義を述べることができる。

６.砥石の種類を挙げることができる。

７.歯面研磨の目的を述べることができる。

８.偶発事故の予防と対策を挙げることができる。

９.手指消毒の必要性と消毒法が説明できる。

授 業 計 画

第１回　歯科予防処置とは

第２回　歯の構造・歯周組織について

第３回　歯周病の基礎知識

第４回　歯周組織の肉眼的変化について

第５回　スケーラーの把持、操作、運動方法

第６回　　　　　〃

第７回　シックルタイプスケーラーによる基礎実習

第８回　実習室の使用法

第９回　実習事前オリエンテーション

第 10 回　保険証について

第 11 回　口腔内診査について

第 12 回　プロービングについて

第 13 回　歯面研磨について

第 14 回　キュレットスケーラーについて

第 15 回　シャープニングについて
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履修上の注意
講義・実習を同時にして行うため、基礎知識を学びながら手技を体得する。

手技を得る科目であるため、毎時間を大切に臨む必要がある。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法 筆記試験

（達成目標の意味を理解し、解くことができることをみる）

授業態度も加味する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

筆記試験の結果の状況をもとに、再試験を課す。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　「歯科予防処置」と「歯科保健指導」とは密接な関係にあり、生活の質の

向上、維持していくことにおいて歯科予防処置の果たす役割は大きい。こ

れらの科目との理解を深め、歯科衛生業務の基礎知識の理解を図る。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　「歯科予防処置論・歯科保健指導論」　第２版　

医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科予防処置論Ⅰ実習

必修　90 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

歯科予防処置の基礎知識を学んだうえで、安全に患者さんに配慮すること

を念頭に、歯や口腔の疾患の予防のための技術、態度を身につける。

達 成 目 標

１．手用スケーラーの操作を理解する。

２．術部に応じたポジショニングができる。

３．マニキン実習でシックルタイプスケーラーを理解して操作できる。

４．マニキン実習でキュッレットタイプスケーラーを理解して操作できる。

５．シャープニングの方法を理解して操作できる。

６．歯面研磨の方法を理解して操作できる。

７．口腔観察を行い正確に記録、実施できる。

８．実施した業務の記録が記載できる。

９．診療に用いる器具の滅菌・消毒を行うことができる。

授 業 計 画

第１回　スケーラーの把持法、固定、腕運動

第２回　マニキンの取り扱い、ストローク確認

第３回　シックルタイプスケーリング《マニキン》　1,2,3,4 群

第４回　　　　　　　〃

第５回　シックルタイプスケーリング《マニキン》　5,6,7,8 群

第６回　　　　　　　〃　

第７回　シックルタイプスケーリング《マニキン》　9,10,11,12 群

第８回　　　　　　　〃

第９回　シックルタイプスケーリング《マニキン》（復習）

第 10 回　　　　　　　〃

第 11 回　口腔内診査、プロービング《マニキン》

第 12 回　　　　　　　　〃

第 13 回　口腔内診査《相互》

第 14 回　　　　　　　　〃

第 15 回　歯面研磨《相互》

第 16 回　　　　　　　　〃　　　　　　

第 17 回　シックルタイプスケーリング《相互》3,4 群

第 18 回　　　　　　　　〃

第 19 回　シックルタイプスケーリング《相互》1,2 群

第 20 回　　　　　　　　〃

第 21 回　シックルタイプスケーリング《相互》5,6 群

第 22 回　　　　　　　　〃

第 23 回　シックルタイプスケーリング《相互》7,8 群　　　　　　　

第 24 回　　　　　　　　〃
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第 25 回　シックルタイプスケーリング《相互》9,10 群　　　　　　　

第 26 回　　　　　　　　〃

第 27 回　シックルタイプスケーリング《相互》11,12 群

第 28 回　　　　　　　　〃

第 29 回  キュレットタイプスケーリング《マニキン》　1,2,3,4 群

第 30 回　　　　　　　　〃

第 31 回　キュレットタイプスケーリング《マニキン》　5,6,7,8 群

第 32 回　　　　　　　　〃　

第 33 回　キュレットタイプスケーリング《マニキン》　9,10,11,12 群

第 34 回　　　　　　　　〃

第 35 回　キュレットタイプスケーリング《マニキン》（復習）

第 36 回　　　　　　　　〃

第 37 回　プロービングⅡ《相互》

第 38 回　　　　　　　　〃

第 39 回　キュレットタイプスケーリング《相互》1,2,3,4 群

第 40 回　　　　　　　　〃

第 41 回　キュレットタイプスケーリング《相互》5,6,7,8 群

第 42 回　　　　　　　　〃

第 43 回　キュレットタイプスケーリング《相互》9,10,11,12 群

第 44 回　　　　　　　　〃

第 45 回　シックルタイプスケーラー　シャープニング
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履修上の注意

講義・実習を同時にして行うため、基礎知識を学びながら手技を体得する。

手技を得る科目であるため、毎時間を大切に臨む必要がある。

実技小テストを実施する（合格に達するまで実施する）

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
実技試験（実技小テスト、提出物の採点、提出日などを含む）

　　　　　

実習の取り組みも評価する。

準備物不足は実技試験より減点する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

　実技試験で合格していなかった学生は合格するまで再テストを受ける。

　また、場合によっては実技試験で合格していても再テストを受けること

もある。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科予防処置は歯科衛生士が行う業務独占であり、内容は歯石や歯の表

面の汚れを専用の機械や器具を使用して取り除くテクニックを習得する。

基礎知識を学び、理解した上で手技の技術習得を図る。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　「歯科予防処置論・歯科保健指導論」　第２版　

医歯薬出版

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
う蝕予防処置論（講義）

必修　20 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要
う蝕予防を実施する為に必要な知識を理解し、習得する。

達 成 目 標

１．う蝕の性質と特徴を理解し、う蝕予防処置法を説明出来る。

２．う蝕活動性試験の評価が出来る。

３．フッ化物の意義、その応用法と術式を理解出来る。

４．フッ化ジアンミン銀の術式と汚染時の処置方法を理解出来る。

５．小窩裂溝填塞法の種類と術式を理解出来る。

授 業 計 画

第１回　う蝕予防処置法

第２回　う蝕の発生と細菌

第３回　う蝕活動性試験

第４回　フッ化物応用の知識

第５回　フッ化物の応用法

第６回　フッ化物洗口法

第７回　フッ化物歯面塗布

第８回　フッ化物の毒性

第９回　フッ化ジアンミン銀

第 10 回　小窩裂溝填塞
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履修上の注意

無断欠席はせず、分らないことがある場合は質問すること。

講義、実習を同時にして行うため、基礎知識を学びながら手技を体得する。

手技を得る科目であるため、毎時間を大切にし臨む必要がある。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
定期試験を実施する。

授業態度も加味する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験を実施する。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　う蝕予防処置は、う蝕を予防し、歯・口腔の健康を維持・増進させるた

めの基礎知識を学ぶ重要な科目である。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　「歯科予防処置論・歯科保健指導論」　第２版　

医歯薬出版

参 考 書

最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論・歯科保健指導論」第２版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医歯薬出版

歯科衛生士のための齲蝕予防処置法　　　　　　　　　　　医歯薬出版

歯科衛生士教育マニュアル・実習書　現代齲蝕予防処置法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　クインテッセンス出版

う蝕予防の実際　フッ化物局所応用実施マニュアル　　社会保険研究所

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
う蝕予防処置論実習（実習）

必修　30 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要
う蝕予防を実施する為に必要な技術を身につける。

達 成 目 標

１．う蝕活動性試験の手順を理解し、指導出来る。

２．フッ化物の中毒量の算出が出来き、安全性が説明出来る。

３．フッ化物の応用法が実施出来る。

４．フッ化ジアンミン銀の着色時の処置法を実施出来る。

５．フッ化ジアンミン銀の術式を実施出来る。

６．小窩裂溝填塞の術式を実施できる。

７．事後の注意を説明出来る。

授 業 計 画

第１回　う蝕活動性試験

第２回　　　　〃

第３回　フッ化物洗口法、中毒量の計算

第４回　　　　〃

第５回　イオン導入法・相互

第６回　　　　〃

第７回　フッ化ジアンミン銀塗布・マネキン、手指及び布への着脱色　

第８回　　　　〃

第９回　フッ化ジアンミン銀塗布・相互

第 10 回　　　　〃

第 11 回　抜去歯牙への小窩裂溝填塞　　

第 12 回　ラバーダム防湿・小窩裂溝填塞・相互　

第 13 回　　　　〃

第 14 回　復習

第 15 回　　　　〃
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履修上の注意
講義、実習を同時にして行うため、基礎知識を学びながら手技を体得する。

手技を得る科目であるため、毎時間を大切にし臨む必要がある。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
実技試験

実習の際の忘れ物も評価に含まれる

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

実技再試験、レポート提出

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　う蝕予防処置は、う蝕を予防し、歯・口腔の健康を維持・増進させるた

めの基礎知識を理解した上で、手技の技術習得を図る。

教 科 書
歯科衛生学シリーズ　「歯科予防処置論・歯科保健指導論」　第２版　

医歯薬出版

参 考 書

最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論・歯科保健指導論」第２版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医歯薬出版

歯科衛生士のための齲蝕予防処置法　　　　　　　　　　　医歯薬出版

歯科衛生士教育マニュアル・実習書　現代齲蝕予防処置法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クインテッセンス出版

う蝕予防の実際　フッ化物局所応用実施マニュアル　　社会保険研究所

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科保健指導論Ⅰ（講義）

必修　60 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　歯科保健指導および健康教育を行うために必要な基礎知識、歯科衛生士

としての役割を修得する

達 成 目 標

１．歯科保健指導の意義を理解する事ができる

２．歯ブラシの構造と選択条件を述べる事ができる

３．ブラッシング方法の特徴を理解する

４．その他の清掃用具の種類と特徴を理解する

５．各ライフステージにおける保健行動を述べる事ができる

６．各ライフステージに適した保健指導の内容を挙げることができる　

７．歯科衛生過程を理解する

授 業 計 画

第１回　保健指導とは

第２回　歯口清掃とは　歯口清掃法の分類・種類

第３回　歯ブラシの構成

　　　　　各部の名称、刷毛部、把柄部、頸部の形態

　　　　　電動歯ブラシ、口腔洗浄機

第４回　歯ブラシ以外の清掃用具

第５回　歯ブラシ以外の清掃用具

第６回　ブラッシング法、口臭

第７回　歯垢染出し剤、歯磨剤

第８回　ブラッシングによる害

　　　　　口腔清掃指数①

第９回　口腔清掃指数②

第 10 回　歯ブラシ媒体について

第 11 回　《中間試験》範囲：第１回〜第９回

　　　　　歯科保健指導論の概要

第 12 回　食生活指導のための基礎知識　国民の健康と栄養の現状

第 13 回　　　　　　　〃　　　　　　　栄養素の働き①

第 14 回　　　　　　　〃　　　　　　　栄養素の働き②

第 15 回　　　　　　　〃　　　　　　　咀嚼と食品

第 16 回　保健行動支援のための基礎知識　行動変容

第 17 回　口腔機能管理に関わる指導、喫煙者に対する指導

第 18 回　ライフステージに対応した歯科衛生介入　妊産婦期

第 19 回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　乳児期（新生児含む）

第 20 回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　幼児期

第 21 回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　幼児期（症例）

第 22 回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　学齢期

第 23 回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　青年期

第 24 回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　成人期

第 25 回　歯科衛生過程
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第 26 回　歯科衛生過程

第 27 回　　　　　〃

第 28 回　　　　　〃

第 29 回　　　　　〃

第 30 回　　　　　〃

履修上の注意
出席は毎時間とるので無断で欠席しない事

解らないところは積極的に質問する事

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法 　達成目標の到達度を評価するために中間試験および定期試験を課す。そ

の合算で成績を評価する。定期試験は中間試験の範囲を除くものとし、再

試験は全範囲とする。また、中間試験に追試験および再試験はない。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果の状況をもとに再試験やレポートを課す

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科保健指導では、個人あるいは集団を対象として口腔の健康をより良

い状態を保つため、正しい知識や方法を理解することが重要となる。

教 科 書

歯科衛生学シリーズ　「歯科予防処置論・歯科保健指導論」　第２版　

医歯薬出版

オーラルヘルスケア事典　学建書院

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科保健指導論Ⅰ実習

必修　32 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　歯科保健指導および健康教育を行うために必要な基礎知識、歯科衛生士

としての役割を理解し、知識・技術・態度を修得する

達 成 目 標

１．歯科保健指導の意義を理解する事ができる

２．歯ブラシの構造と選択条件を述べる事ができる

３．ブラシング方法の特徴を述べる事ができる

４．その他の清掃用具の種類と特徴を述べる事ができる

５．各ライフステージにおける保健行動を述べる事ができる

６．各ライフステージに適した保健指導の内容を説明できる　

授 業 計 画

第１回　口腔内観察相互実習

第２回　　　〃

第３回　プラーク観察・ブラッシングマニキン

第４回　　　〃

第５回　ブラッシング相互実習

第６回　　　〃

第７回　口腔内写真撮影

第８回　　　〃

第９回　小集団媒体作成

第 10 回　　　〃

第 11 回　　　〃

第 12 回　　　〃

第 13 回　幼児期実習（寝かせ磨き等）

第 14 回　　　〃

第 15 回　口腔機能低下症検査

第 16 回　　　〃
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履修上の注意 基礎知識を学びながら手技を体得する

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
作成提出物の評価（歯ブラシ媒体）

準備品不足なども評価の対象となる。授業態度も加味する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

定期試験の結果の状況をもとにレポートや再試験を課す

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科保健指導で口腔の健康をより良い状態を保つため基礎知識を理解し

た上で、手技の技術習得を図る。

教 科 書

歯科衛生学シリーズ　「歯科予防処置論・歯科保健指導論」　第２版　

医歯薬出版

オーラルヘルスケア事典　学建書院

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0

1 − 54



授 業 科 目
歯科診療補助論Ⅰ（講義）

必修　36 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

円滑な歯科診療補助を行うために必要な基礎的知識を修得する。

達 成 目 標

１．標準予防策について理解する。

２．共同動作を理解する。

３．歯科材料について基本的な性質と使用法について理解する。

４．歯科材料の保管、補給、整理、後始末等の重要性を理解する。

５．�生体への医療行為に使用されることを認識し、安全で清潔な状態で取

り扱う方法を理解する。

６．�診療の流れをスムーズにし歯科医師の負担を軽減するとともに、患者

の緊張をやわらげ、材料等の質問に的確に応えられるようにする。

授 業 計 画

第１回　診療補助総論

第２回　医療安全と感染予防、ヒヤリハット

第３回　感染予防対策

第４回　消毒・滅菌、医療廃棄物

第５回　共同動作の基本

第６回　合着材、接着材、仮封材①

第７回　　　　　　〃　　　　　②

第８回　　　　　　〃　　　　　③

第９回　印象材（アルジネート）

第 10 回　歯科用石膏

第 11 回　バキュームテクニック

第 12 回　印象材（寒天印象材、合成ゴム質印象材、その他の印象材）

第 13 回　ラバーダム防湿

第 14 回　　　　〃

第 15 回　共同動作Ⅰ

第 16 回　共同動作Ⅱ

第 17 回　共同動作Ⅲ

第 18 回　ワックスパターン（歯科技工士科）
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履修上の注意

　講義・実習を同時にして行うため、基礎知識を学びながら手技を体得

する。

　手技を得る科目であるため、毎時間を大切に臨む必要がある。

　授業態度も評価の対象となる。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
定期試験を実施する。授業態度も加味する。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験を実施する。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科診療補助は歯科衛生士にとって臨床における主要な業務である。知

識や技術を含めた高い専門性を理解することが重要である。

教 科 書

歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論」　医歯薬出版

歯科医療における国際標準感染予防対策テキスト滅菌・消毒・洗浄

　医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ「歯科機器」　医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ「歯科材料」　医歯薬出版

第４版　イラストと写真でわかる歯科材料の基礎　永末書店

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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授 業 科 目
歯科診療補助論Ⅰ実習

必修　90 時間（前期・後期）
担当教員

専任教員

（実務経験教員）

歯科衛生士

授業目標・教育

方 針 と 概 要
円滑な歯科診療補助を行うために知識・技能・態度を修得する。

達 成 目 標

１．使用頻度の高い歯科用器材の名称と使用目的を説明できる。

２．使用頻度の高い歯科用器材を適切に取り扱うことができる。

３．共同動作において、基本的な位置と姿勢をとることができる。

４．安全かつ円滑な器具の受け渡しができる。

５．頻度の高い処置の介助を適切に行うことができる。

６．手指消毒の必要性と消毒法を説明できる。

７．診療に用いる器具の滅菌・消毒を行うことができる。

８．スタディモデルの作成のための一連の作業を円滑に行うことができる。

９．暫間被覆冠の作成のための一連の作業を円滑に行うことができる。

10．歯科診療の補助を行うことができる。

11．事後の注意を理解することができる。

授 業 計 画

第１回　綿花作成

第２回　　〃

第３回　合着材練和①

第４回　　〃

第５回　印象練和

第６回　　〃

第７回　石膏　　

第８回　　〃

第９回　バキュームテクニック

第 10 回　　〃

第 11 回　ワックス

第 12 回　印象採得①

第 13 回　　〃

第 14 回　印象採得②

第 15 回　　〃

第 16 回　復習

第 17 回　　〃　

第 18 回　　〃　

第 19 回　スタディモデル

第 20 回　　〃　

第 21 回　合着材練和②

第 22 回　隔壁法（マトリックスバンド）

第 23 回　歯肉圧排法・ブローチ綿栓
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第 24 回　精密印象

第 25 回　　〃

第 26 回　自動練和

第 27 回　ラバーダム防湿マニキン①

第 28 回　　〃

第 29回　ラバーダム防湿マニキン②、歯間分離法（エリオット、アイボリー）

第 30 回　　〃

第 31 回　共同動作Ⅰ（コンポジットレジン修復法）

第 32 回　　〃

第 33 回　共同動作Ⅱ（根管治療）

第 34 回　　〃

第 35 回　共同動作Ⅲ（根管充塡）　

第 36 回　　〃

第 37 回　共同動作Ⅲ（口腔外科）　

第 38 回　　〃

第 39 回　復習

第 40 回　　〃

第 41 回　暫間被覆冠①

第 42 回　　〃

第 43 回　暫間被覆冠②

第 44 回　　〃

第 45 回　暫間被覆冠③

履修上の注意

　講義・実習を同時にして行うため、基礎知識を学びながら手技を体得

する。

　手技を得る科目であるため、毎時間を大切に臨む必要がある。

　実技小テストを実施する（合格点に達するまで実施する）。

　実習要項については、履修前に予習し準備品などもよく確認しておく必

要がある。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
実技試験（実技小テスト、提出物の採点、提出日などを含む）

実習に関して、態度・言動・準備品不足なども評価の対象となる

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

再試験を実施する。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　歯科診療補助の治療の内容や、用途にあった器材の準備や取り扱いなど

の技術の習得や、チーム医療の一員としてのコミュニケーションスキルも

学ぶ。

教 科 書

歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論」　医歯薬出版

歯科医療における国際標準感染予防対策テキスト滅菌・消毒・洗浄

　医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ「歯科機器」　医歯薬出版

歯科衛生学シリーズ「歯科材料」　医歯薬出版

第４版　イラストと写真でわかる歯科材料の基礎　永末書店

新・歯科衛生士教育マニュアル　「保存修復」　クインテッセンス出版

歯科衛生学シリーズ　「保存修復学・歯内療法学」　医歯薬出版

参 考 書
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授 業 科 目
介護技術指導（実習）

選択　16 時間（後期）
担当教員

生駒　みよ子

（実務経験教員）

介護福祉士

授業目標・教育

方 針 と 概 要

　訪問介護員として介護保険の利用者にサービスを提供するにあたり、

援助方法を学ぶ。

　介護保険（ケアマネージャー）が作成するケアプランに基づき、利用

者の要望を取り入れ充実した生活が在宅で継続出来るよう介助すること

を学ぶ。

達 成 目 標

１．ケアマネジメントの定義と歴史を学ぶ。

２．ケアマネジメントの目的、方法を学ぶ。

３．介護保険制度から学ぶ、利用者の個別援助計画の作成

４．介護技術、介護の方法、介護に必要な基礎知識。

授 業 計 画

第１回　ベッドメイキング、腰痛の予防

第２回　体位、姿勢交換の介護

第３回　車椅子、障害者の歩行の介護

第４回　衣服着脱の介護

第５回　入浴の介護

第６回　排泄、尿失禁の介護

第７回　糖尿病、食事の介護

第８回　緊急時対応、まとめ
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履修上の注意

出席は毎時間とるので欠席しないこと。

準備するものがある授業では事前に連絡する。忘れ物をしない。

介助出来るような服装で行う。

成 績 評 価

の 方 法

達 成 評 価 の

基 準、 お よ

び そ の 方 法
介護技術では、１コマ毎に小テストを行い授業での復習をする。

介護技術終了後は、総合テストを行い成績評価とする。

水 準 に 達 し

な い 学 生 に

対 す る 対 応

やむを得ない欠席や、介護技術の中で困難なところは、数回復習してもらう。

欠席された時間は補修で補う。

・関連する授

業・演習・実験

・カリキュラ

ム全体の中で

の 位 置 付 け

　介護技術は身近な場面で介助を必要とすることなので、しっかりと身に

着けることが大切である。

教 科 書 介護職員初任者研修テキスト　第３版　ミネルヴァ書房

参 考 書

評　定 評価基準 合否の別 ＧＰ

秀 90 ～ 100 点 合　格 4

優 80 ～ 89 点 合　格 3

良 70 ～ 79 点 合　格 2

可 60 ～ 69 点 合　格 1

不可 60 点未満 不合格 0
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